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のばそう！ 健康寿命、 担おう！ 地域づくりをのばそう！ 健康寿命、 担おう！ 地域づくりを

（1）第100号 令和5年（2023年）1月発行

　

11
月
12
日
～
15
日
、
第
34
回
全
国
健

康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

２
０
２
２
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
玉
川
地

区
の
「
せ
ん
み
凧
」
を
横
浜
産
貿
ホ
ー

ル
展
示
ブ
ー
ス
に
出
展
し
、
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

　

厚
木
市
の
地
域
住
民
が
守
り
続
け
て

き
た
伝
統
文
化
を
全
国
の
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
伝
え
発
展

さ
せ
て
い
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ねんりんピックかながわ 2022　地域文化伝承館　展示ブースにて
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間
に
わ
た
る

４
日
間
に
わ
た
る

��

シ
ニ
ア
の
祭
典

シ
ニ
ア
の
祭
典

ねんりんピックで伝統文化を伝えるねんりんピックで伝統文化を伝える

地域の風物詩地域の風物詩「せんみ凧」「せんみ凧」
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
か
ら
第
８
波
の
コ
ロ
ナ

　

昨
年
の
暮
か
ら
第
８
波
の
コ
ロ
ナ

禍
が
襲
来
し
、
ど
こ
か
気
持
ち
の
晴

禍
が
襲
来
し
、
ど
こ
か
気
持
ち
の
晴

れ
な
い
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
の

れ
な
い
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
事
業
は
一
部
を
除
き
、
コ
ロ

昨
年
の
事
業
は
一
部
を
除
き
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
を
徹
底
し
て
実
施
す

ナ
感
染
防
止
を
徹
底
し
て
実
施
す

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
貴
会
が
創

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
貴
会
が
創

立立
6060
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
年
で
あ

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
年
で
あ

り
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と

り
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

存
じ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
生
き
が
い
や
健
康

　

皆
様
に
は
、
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
、
社
会
奉
仕
活
動
を
通
じ

づ
く
り
、
社
会
奉
仕
活
動
を
通
じ

て
、
自
身
の
生
活
だ
け
で
な
く
、

て
、
自
身
の
生
活
だ
け
で
な
く
、

地
域
を
も
豊
か
に
し
て
い
た
だ
い

地
域
を
も
豊
か
に
し
て
い
た
だ
い

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

1111
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
ね
ん

月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
「
地
域
文

り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
「
地
域
文

化
伝
承
館
」
に
は
、
玉
川
地
区
の

化
伝
承
館
」
に
は
、
玉
川
地
区
の

「
せ
ん
み
凧
」
を
出
展
し
、
当
連
合

「
せ
ん
み
凧
」
を
出
展
し
、
当
連
合

会
の
存
在
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

会
の
存
在
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

「
せ
ん
み
凧
」
を
他
地
域
に
向
け
喧

「
せ
ん
み
凧
」
を
他
地
域
に
向
け
喧

伝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

皆
様
の
こ
う
し
た
活
動
を
発
信

　

皆
様
の
こ
う
し
た
活
動
を
発
信

す
る「
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」

す
る「
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」

が
、
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を
迎

が
、
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
編
集
に
携
わ
っ

え
ら
れ
ま
し
た
。
編
集
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
全
て
の
方
々
に
改
め

て
こ
ら
れ
た
全
て
の
方
々
に
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

引
き
続
き
、
素
晴
ら
し
い
活
動

　

引
き
続
き
、
素
晴
ら
し
い
活
動

自
ら
の
生
き
が
い

�

地
域
活
性
化
を

�
厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
荻
山
　
清
治

　

さ
て
、
本
年
４
月
か
ら
の
令
和
５

　

さ
て
、
本
年
４
月
か
ら
の
令
和
５

年
度
は
、
当
連
合
会
創
立

年
度
は
、
当
連
合
会
創
立
6060
周
年
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
業

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
業

を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
長
い

を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
長
い

歴
史
を
紐
解
き
、
先
人
の
英
知
に

歴
史
を
紐
解
き
、
先
人
の
英
知
に

学
び
、高
齢
者
自
ら
の
「
生
き
が
い
」

学
び
、高
齢
者
自
ら
の
「
生
き
が
い
」

や
「
地
域
活
性
化
」
に
つ
な
げ
て
い

や
「
地
域
活
性
化
」
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
互
い
が
意
見
を
自
由
に
出
し

　

お
互
い
が
意
見
を
自
由
に
出
し

合
い
、
風
通
し
の
よ
い
運
営
の
下
、

合
い
、
風
通
し
の
よ
い
運
営
の
下
、

実
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
こ
う
で
は

実
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

顧
　
問

顧
　
問　

小
松
紀
久
男
（
睦
合
南
）

　

小
松
紀
久
男
（
睦
合
南
）

会
　
長

会
　
長　

荻
山　

清
治
（
玉
川
）

　

荻
山　

清
治
（
玉
川
）

副
会
長

副
会
長　

大
塚　

清
一
（
依
知
北
）

　

大
塚　

清
一
（
依
知
北
）

副
会
長

副
会
長　

伊
藤　
　

桂
（
小
鮎
）

　

伊
藤　
　

桂
（
小
鮎
）

理
　
事

理
　
事　

鈴
木　

晛
司
（
厚
木
北
）

　

鈴
木　

晛
司
（
厚
木
北
）

理
　
事

理
　
事　

浅
岡　

隆
雄
（
厚
木
南
）

　

浅
岡　

隆
雄
（
厚
木
南
）

理
　
事

理
　
事　

座
間　

清
二
（
依
知
南
）

　

座
間　

清
二
（
依
知
南
）

理
　
事

理
　
事　

森
住　

勝
夫
（
睦
合
北
）

　

森
住　

勝
夫
（
睦
合
北
）

理
　
事

理
　
事　

本
間　

満
志
（
睦
合
西
）

　

本
間　

満
志
（
睦
合
西
）

理
　
事

理
　
事　

村
松　

進
司
（
荻
野
）

　

村
松　

進
司
（
荻
野
）

理
　
事

理
　
事　

横
谷　

正
春
（
南
毛
利
）

　

横
谷　

正
春
（
南
毛
利
）

理
　
事

理
　
事　

飯
島　

重
昭
（
南
毛
利
南
）

　

飯
島　

重
昭
（
南
毛
利
南
）

理
　
事

理
　
事　

松
井　

洋
一
（
森
の
里
）

　

松
井　

洋
一
（
森
の
里
）

理
　
事

理
　
事　

小
菅　

良
夫
（
相
川
）

　

小
菅　

良
夫
（
相
川
）

理
　
事

理
　
事　

大
塚　

文
雄
（
緑
ヶ
丘
）

　

大
塚　

文
雄
（
緑
ヶ
丘
）

理
　
事

理
　
事　

山
崎
喜
代
子
（
女
性
部
会
）

　

山
崎
喜
代
子
（
女
性
部
会
）

理
　
事

理
　
事　

三
平　
　

隆
（
趣
味
）

　

三
平　
　

隆
（
趣
味
）

監
　
事

監
　
事　

大
貫　
　

亨
（
南
毛
利
南
）

　

大
貫　
　

亨
（
南
毛
利
南
）

監
　
事
　

監
　
事
　
杉
山　

由
廣
（
玉
川
）

杉
山　

由
廣
（
玉
川
）

事
務
局
職
員

事
務
局
職
員　

遠
藤　

弘
毅
（
小
鮎
）

　

遠
藤　

弘
毅
（
小
鮎
）

事
務
局
職
員

事
務
局
職
員　

森　
　

丈
治
（
厚
木
南
）

　

森　
　

丈
治
（
厚
木
南
）

を
届
け
る
た
め
、
充
実
し
た
紙
面

を
届
け
る
た
め
、
充
実
し
た
紙
面

づ
く
り
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

づ
く
り
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
突
入

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
突
入

し
、
生
涯
に
わ
た
り
輝
き
続
け
る

し
、
生
涯
に
わ
た
り
輝
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

貴
会
の
活
動
や
皆
様
の
知
識
・
経

貴
会
の
活
動
や
皆
様
の
知
識
・
経

験
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま

験
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

い
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

御
苦
労
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

御
苦
労
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
へ
の
御

が
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
へ
の
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
更
な
る
御
発

　

結
び
に
、
貴
会
の
更
な
る
御
発

展
と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た

展
と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ記

念
す
べ
き

�

１
０
０
号
に
寄
せ
て

�

厚
木
市
長
　
小
林
　
常
良

市
長
あ
い
さ
つ
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★★★★  私たちは厚木市しあわせクラブ連合会の活動を応援しています。★★★★

100号特別寄稿

あ
な
た
の

あ
な
た
の
『
人
生
訓
』

『
人
生
訓
』

教
え
て
く
だ
さ
い
！

教
え
て
く
だ
さ
い
！

　
前
号
で
寄
稿
募
集
し
た
、
皆
さ
ん
の
「
人
生
訓
、
格
言
、
好
き
な
言
葉
、

　
前
号
で
寄
稿
募
集
し
た
、
皆
さ
ん
の
「
人
生
訓
、
格
言
、
好
き
な
言
葉
、

文
字
・
熟
語
、
座
右
の
銘
」
な
ど
、
生
き
る
力
、
支
え
に
な
っ
て
い
る

文
字
・
熟
語
、
座
右
の
銘
」
な
ど
、
生
き
る
力
、
支
え
に
な
っ
て
い
る

文
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
百
号
な
の
で
百
歳
ま
で
め
で
た

く
過
ご
す
、
天
か
ら
の
命
を
持
つ

天
才
魂
の
歓
び
が
つ
い
て
回
る

�

元
町
福
寿
会　

高
橋　

清
健

　
正
月
行
事
の
セ
イ
ト
払
い
は
今

年
も
中
止
。
畑
の
隅
で
一
人
、
今

年
も
団
子
を
焼
い
て
食
す

�

新
開
寿
会　

大
塚　

清
一

　
願
く
ば
此
の
功
徳
を
以
て
普あ
ま
ねく

一
切
に
及
ぼ
し
我
等
と
衆
生
と
皆

共
に
仏
道
に
成
ぜ
ん
こ
と
を

�

互
朗
会　

花
上　

貞
夫

　
人
生
百
年
時
代
を
生
き
る
た
め

八
十
の
手
習
い
を
実
践
し
て
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
そ
う

�
南
部
幸
寿
会　

伊
藤　
　

桂

　
人
、
心
、
愛
、
笑
顔
、
利
他
心
、

一
期
一
会
、
他
山
の
石
、
一
生
懸

命
、
日
々
努
力
・
日
々
研
鑽

�

南
部
幸
寿
会　

遠
藤　

弘
毅

　
あ
の
時
の
貴
方
の
一
言
が
今
の

私
を
支
え
て
い
ま
す
と
苦
難
に
直

面
す
る
度
言
わ
れ
続
け
た
い

�

上
愛
甲
愛
寿
会　

山
崎
喜
代
子

　
人
生
百
年
時
代
、
私
は
青
春
時

代
に
置
き
忘
れ
た
「
と
き
め
か
す

様
な
出
来
事
・
夢
」
を
追
い
求
め

て
み
た
い

�

宿
愛
甲
寿
会　

佐
藤　

之
則

　
「
飲
む
と
出
る
自
分
語
録
」

地
球
は
丸
い
、
人
生
い
ろ
い
ろ
、
苦

労
は
求
め
な
く
と
も
や
っ
て
来
る

　
　

七
沢
第
３
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

�

荻
山　

清
治

　

薬
用
酒
一
日
三
回
六
五
年
大
蒜
球

一
日
三
球
三
十
年
継
続
服
用
病
ま
ず

弱
ら
ず
日
々
息
災
後
は
南
船
北
馬

�

森
の
里
長
寿
会　

西
岡　

隆
寛
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10
月
27
日
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会

を
第
１
部
式
典
、
第
２
部
第
44
回
演
芸

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
１
部
式
典
で
は
、
永
年
の
活
動
に
対

す
る
団
体
・
個
人
功
労
表
彰
を
行
い
、

模
範
の
功
績
を
讃
え
ま

し
た�

（
受
賞
一
覧
は
6

頁
に
掲
載
）。

　

荻
山
会
長
か
ら
前
向

き
な
あ
い
さ
つ
、
多
数

の
来
賓
の
方
々
か
ら
心

温
ま
る
祝
辞
・
激
励
を

頂
戴
し
、
結
び
に
活
動

宣
言
を
声
高
ら
か
に
読

み
上
げ
、「
心
ひ
と
つ
」

に
活
動
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。

事
務
局
通
信

コ
ロ
ナ
禍
、３
年
ぶ
り
の
大
会
に
喜
び
ひ
と
し
お
！

新
た
な
時
代
を
夢
見
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動

継
続
は
力
、
意
義
を
確
信　

第
２
部
演
芸
大
会
は
、
地
区
代
表
15

組
か
ら
練
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
本

会
の
女
性
部
会
に
よ
る
初
舞
台
「
阿
波

踊
り
」
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
演
目
に
会
場
か
ら
は
拍
手
喝
采
、

終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
時
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

令和４年度　厚木市しあわせクラブ連合会大会を開催令和４年度　厚木市しあわせクラブ連合会大会を開催

のばそう！健康寿命、のばそう！健康寿命、
� 担おう！地域づくりを� 担おう！地域づくりを  

お座敷小唄替え歌バージョン（小鮎地区）お座敷小唄替え歌バージョン（小鮎地区）

会長あいさつ会長あいさつ
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★★★★  私たちは厚木市しあわせクラブ連合会の活動を応援しています。★★★★

　11 月 24 日、第 16 回グラウンド・ゴルフ
大会が参加者２００名により、及川球技場で開
催されました。
厚木市グラウンド・ゴルフ協会の全面協力で、
スコアカード等工夫を凝らし、参加者・リーダー
の負担を軽減して行われました。
　最高齢表彰は、男性森の里森友会の稲垣輔之
さん 92 歳、女性小鮎白山白友会の佐藤良子さ
ん 90 歳に授与され、盛大な拍手で元気を与え
ていました。
　「ナイスショット！」で始まり、「心は晴々、
爽快」「一喜一憂」も笑顔で仲間の輪を広げて
いました。

　９月 28 日、第 21 回ターゲット・バードゴ
ルフ大会を参加者 71 名により、下川入ター
ゲット・バードゴルフ場で開催されました。
　厚木市ターゲット・バードゴルフ協会の主管
協力のもと、コロナ感染予防対策を周知徹底し
て行われました。
　最高齢表彰は、男性三田楽友会の佐藤宏さん
87 歳、女性鳶尾一丁目一友会の兵間朱実さん
82 歳に授与されました。
　コスモスが秋風に揺れる青空の下、どのパー
ティも和やかに、笑顔で元気ハツラツとしたプ
レーで心地よい汗を流していました。

全国一番人気、
愛好者の輪 笑顔で元気、心地よい汗

第16回グラウンド・ゴルフ大会 第21回ターゲット・バードゴルフ大会

＜男性の部＞ スコア ＜女性の部＞ スコア
優　勝 土屋　國夫 63 優　勝 小河　静江 71
準優勝 長崎　純一 69 準優勝 久保田洋子 72
第３位 林　　　貢 80 第３位 林　トキ子 75

皆の祝福　笑顔の表彰式皆の祝福　笑顔の表彰式

＜男性の部＞ スコア ＜女性の部＞ スコア
優　勝 目黒　澄雄 73 優　勝 田島　厚子 74
準優勝 本多　政盛 79 準優勝 八田　崇子 79
第３位 田島　義廣 80 第３位 大森　知子 86

青空の下さわやかに整列青空の下さわやかに整列
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令和４年度　厚木市老人クラブ連合会会長表彰受賞者一覧（敬称略） 
【表彰式：10月27日　令和４年度　厚木市しあわせクラブ連合会大会】

5 単位老人クラブ役員〔再表彰〕
単位老人クラブ役員として８年以上在職し、表彰を受けた単位老人クラブ役員が引き続き８年以上在職し、その功績が顕著である者

№ 地区 氏　　名 クラブ名
1 荻野 中島有加子 まつかげしあわせクラブ

№ 地区 氏　　名 クラブ名
1 厚木北 香田　英明 元町福寿会
2 厚木北 長谷川　馨 元町福寿会
3 依知北 中村　喜信 上依知若葉会
4 依知北 土屋　　保 山際白寿会
5 依知北 本間　凉子 山際白寿会
6 依知北 奥山　小作 山際白寿会
7 依知北 三和田春枝 山際白寿会
8 依知北 高橋　邦子 山際白寿会
9 依知北 潮田　　実 新開寿会
10 依知北 宮田　侑次 下川入寿会
11 睦合南 齊藤　健一 ゆめクラブ妻田東
12 睦合南 小林　詔吾 ゆめクラブ妻田東
13 荻野 西川みさ子 まつかげしあわせクラブ
14 荻野 田中　武男 中荻野第二寿会
15 荻野 森　　壽夫 中荻野第二寿会
16 荻野 吉川義一郎 下荻野寿会
17 荻野 花上　貞夫 互朗会
18 荻野 坪根　　望 互朗会
19 荻野 島根　光雄 とびお笑和会
20 荻野 秋元　昭代 とびお笑和会
21 荻野 水野美津子 鳶尾三丁目三友会
22 荻野 萱沼　顕一 鳶尾三丁目三友会
23 小鮎 吉岡シゲ子 千歳会
24 小鮎 井上　好子 千歳会
25 小鮎 高橋　敏巳 日枝老人クラブ
26 南毛利 霜島ヨシ子 戸室長楽会
27 南毛利 上本　孝則 恩名しあわせクラブ福寿会
28 南毛利 溝呂木保子 恩名しあわせクラブ福寿会
29 南毛利 江畠美津子 恩名しあわせクラブ福寿会
30 南毛利 吉岡　利子 温水白寿会
31 南毛利 奥田　茂子 温水白寿会
32 南毛利 今村　正昭 長谷長寿会
33 南毛利 松田智代子 長谷長寿会
34 南毛利 尾形　景記 愛名九十九会
35 南毛利南 高橋　洋子 片平睦会
36 玉川 天野　茂子 七沢第１しあわせクラブ
37 玉川 青木　初枝 七沢第１しあわせクラブ
38 玉川 牧野　正明 七沢第２しあわせクラブ
39 相川 大貫　国雄 上戸田老友会
40 相川 小塩　頼良 上戸田老友会
41 相川 坂内　　洋 相生老友会
42 相川 内田　利子 相川西部老友会

４　単位老人クラブ役員
単位老人クラブ役員として８年以上在職し、その功績が顕著である者

1 単位老人クラブ〔会員増加〕
年間を通じて会員増強活動に努め、新規入会会員が５人以上あった単位クラブ

№ 地区 クラブ名 代表者名
1 厚木北 弁天末広会 安達　靖二
2 依知北 山際白寿会 林　　　貢
3 睦合南 妻田中央長寿会 杉本　　尚
4 荻野 互朗会 花上　貞夫
5 小鮎 千歳会 臼井スミ子
6 小鮎 古松台ひまわり会 中村　守克
7 小鮎 南部幸寿会 伊藤　　桂
8 小鮎 夢クラブ宮の里 福岡　　忍
9 小鮎 こがねゴールド会 小林　勝美
10 南毛利 上温水楽友会 中野正男紀
11 森の里 森の里森友会 松井　洋一

2 市老人クラブ連合会役員
市老人クラブ連合会役員として４年以上在職し、その功績が顕著である者

№ 地区 氏　　名 クラブ名
1 睦合西 本間　満志 及川老成会
2 小鮎 伊藤　　桂 南部幸寿会
3 森の里 松井　洋一 森の里森友会
4 緑ヶ丘 大塚　文雄 緑ヶ丘老友会

3 単位老人クラブ会長
単位老人クラブ会長として6 年以上在職し、その功績が顕著である者

№ 地区 氏　　名 クラブ名
1 厚木北 末武　昭行 西仲福寿会
2 睦合西 本間　満志 及川老成会
3 荻野 菊地　友彌 とびお笑和会
4 小鮎 遠藤　美行 日枝老人クラブ
5 南毛利 横谷　正春 恩名しあわせクラブ福寿会
6 南毛利 井萱　佐吉 温水白寿会
7 南毛利 菊地　洋一 長谷長寿会
8 南毛利南 大貫　　亨 片平睦会

№ 地区 氏　　名 クラブ名
2 小鮎 増田　恵子 夢クラブ宮の里

会員増クラブ表彰（根気と熱意）
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令和４年度　栄えある高齢者福祉関係功労等表彰令和４年度　栄えある高齢者福祉関係功労等表彰

　高齢者福祉の向上に多大な貢献・尽力された単位ク
ラブ、会長等役員の方々です。受賞された皆様、大変
おめでとうございます。
　クラブ活動の意義は昭和 38 年制定「老人福祉法」
を基に、国・地方公共団体の要網等で認知、支援され
る「公共的福祉団体」です。現在では、生きがいと健
康づくり、生涯学習や地域環境美化・子どもの見守り・
愛の目運動等の地域貢献活動が期待され「健康寿命の

延伸」の推進団体として位置づけられています。
　栄えある団体・個人の表彰功労は、高齢者の「生き
方暮らし方」の模範となり、「後に続く仲間の道標」
になります。永年の活動は「継続は力なり」となり、脈々
と後世にも受け継がれ、感謝されるものです。市民の
皆さんも「参加と連帯、ふれあいと助け合い」を心が
け地域社会の交流の輪を広げましょう。

生き方暮らし方の模範、後の続く仲間の道標
高齢者福祉の向上、クラブ・役員功労の表彰

令和４年度　高齢者福祉関係功労者等表彰受賞者一覧  (敬称略)

◎神奈川県知事表彰
単位老人クラブ表彰
単位老人クラブ設立10年以上経過し、活動が活発で他の模範となる者

地　区 クラブ名 代表者名
荻　野 互朗会 花上　貞夫

◎社会福祉法人厚木市社会福祉協議会長表彰
単位老人クラブ表彰
単位クラブ設立10年以上経過し、活動が活発で他の模範となる者

地　区 クラブ名 代表者名
厚木南 旭町 1 丁目老人会 浅岡　隆雄
荻野 中荻野第二寿会 井上　太一
小鮎 夢クラブ宮の里 福岡　　忍

南毛利 恩名しあわせクラブ福寿会 横谷　正春
南毛利南 船子きずなクラブ 松崎　榮次

単位老人クラブ会長表彰 
単位老人クラブ会長として８年以上在職し、老人クラブの育成指導に努力した者

地　区 氏　名 クラブ名
睦合南 長尾　　登 瀬戸ひまわりクラブ
睦合南 橋本　勝彦 そりだハイツシニアクラブ
荻野 平戸　　卓 鳶尾三丁目三友会
玉川 三橋　正義 小野しあわせクラブ

◎厚木市長表彰
単位老人クラブ表彰
単位老人クラブ設立20年以上経過し、活動が活発で他の模範になる者

地　区 クラブ名 代表者名
睦合南 木売場かがやきクラブ 福丸　孝司
荻野 鳶尾九十九会 若井　　幸

南毛利 長谷長寿会 菊地　洋一

厚木市老人クラブ連合会役員表彰
市老人クラブ連合会役員として５年以上在職し、老人クラブの育成指導に努力した者

地　区 氏　名 クラブ名
依知北 大塚　清一 新開寿会
依知南 座間　清二 金田万年青会
玉川 荻山　清治 七沢第３しあわせクラブ

単位老人クラブ会長表彰
単位クラブ会長として12年以上在職し、老人クラブの育成指導に努力した者

地　区 氏　名 クラブ名
睦合南 福丸　孝司 木売場かがやきクラブ

表彰式後の記念撮影（市長表彰）

◎公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会理事長表彰
単位老人クラブ表彰
単位老人クラブ設立５年以上経過し、活動が活発で他の模範となる者

地　区 クラブ名 代表者名
厚木北 仲北銀友会 會田　慶子
小鮎 白山白友会 福住　八朗

単位老人クラブ会長表彰
単位クラブ会長として7年以上在職し、老人クラブの育成、指導に努力した者

地区 氏名 クラブ名
睦合南 橋本　勝彦 そりだハイツシニアクラブ
睦合南 森田　正治 田園ひなし会
荻野 平戸　　卓 鳶尾三丁目三友会
玉川 三橋　正義 小野しあわせクラブ

【表彰式：12月1日　功労者のつどい】 【表彰式：12月10日　厚木市社会福祉大会】
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★★★★  私たちは厚木市しあわせクラブ連合会の活動を応援しています。★★★★

　

睦
合
南
地
区
は
、
中
津
川
と

小
鮎
川
に
挟
ま
れ
た
飲
食
店
や

商
店
が
多
く
、
ま
た
バ
ス
の
運

行
回
数
が
多
い
便
利
な
住
宅
街

で
す
。
地
区
内
に
は
、
市
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
る
、「
妻
田

薬
師
堂
」
が
あ
り
、
昨
年
11
月

10
日
、
12
日
に
は
12
年
に
一
度

行
わ
れ
る
薬
師
如
来
像
の
半
開

帳
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
参
拝

者
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

睦
合
南
地
区
し
あ
わ
せ
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
し
て
は
、
現
在
６

ク
ラ
ブ
２
９
０
名
の
会
員
数
で

活
動
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
主

な
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
第
35
回
農
協

杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
３
月
に
は
第
６
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

地
域
と
と
も
に

�
活
動
・
発
展

地区紹介

睦
合
南
地
区

睦
合
南
地
区

��
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長　

橋
本　

勝
彦

会
長　

橋
本　

勝
彦

た
。

　

各
ク
ラ
ブ

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

等
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
麻
雀
会
、

カ
ラ
オ
ケ
、
茶

和
会
等
親
睦
を
図
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
休
止

し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
た
公
民
館
主
催
の
「
む
つ

み
福
寿
大
学
」
に
参
加
、
学
習

講
座
や
現
地
学
習
で
は
国
会
議

事
堂
、
大
江
戸
博
物
館
、
大
蔵

省
造
幣
局
等
を
見
学
い
た
し
ま

し
た
。
地
区
内
の
清
水
小
学
校
、

妻
田
小
学
校
の
「
む
か
し
遊
び

の
会
」
で
は
、
竹
馬
、
コ
マ
ま

わ
し
、
お
手
玉
、
け
ん
玉
等
の

伝
承
・
交
流
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
登
下
校
時
に
は
、

「
愛
の
目
・
見
守
り
活
動
」
等
、

地
域
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
行
事
で
は
、納
涼
祭
、

ど
ん
ど
ん
焼
き
、
大
掃
除
等
に

協
力
し
て
、
会
員
の
元
気
に
活

動
し
て
い
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
歩
こ
う
会
と
称
し

て
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
週

３
回
、
１
日
８
千
歩
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り

ま
す
。
今
後
仲
間
が
増
え
て
く

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
私
ど
も
が
最
も
望
む
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
で
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
の
楽
し
み
で

あ
る
、
仲
間
た
ち
と
気
軽
に
楽

し
く
集
い
、
談
笑
で
き
る
日
が

早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

良き仲間と生涯学習良き仲間と生涯学習

地域貢献の大掃除地域貢献の大掃除
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森
の
里
地
区
し
あ
わ
せ
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
森
の
里
１・
２

丁
目
で
組
織
す
る
森
友
会
、
３・

４・
５
丁
目
で
組
織
す
る
長
寿

会
の
２
つ
の
ク
ラ
ブ
で
組
織
し

て
い
ま
す
。
活
動
は
原
則
単
位

ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
相
互
乗

り
入
れ
や
合
同
で
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
る

地区紹介

森
の
里
地
区

森
の
里
地
区

��
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長　

松
井　

洋
一

会
長　

松
井　

洋
一

　

毎
年
、
地
区
老
連
で
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
て
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
と
の
関
連
で
伊
豆
の

国
市
の
北
条
氏
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
11
月
17
日

に
行
い
ま
し
た
。
伊
豆
箱
根
鉄

道
駿
豆
線
の
韮
山
駅
周
辺
の

「
韮
山
反
射
炉
」
や
「
江
川
邸
」

「
蛭
ケ
島
」
等
に
は
す
で
に
行
っ

た
会
員
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
目
的
の
「
願
成
就
院
」

は
初
め
て
行
く
会
員
も
多
く
、

副
住
職
の
案
内
で
鎌
倉
時
代
草

創
期
の
歴
史
の
息
吹
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
願
成
就
院
」
は
鎌

倉
幕
府
初
代
執
権
北
条

時
政
公
が
、
頼
朝
の
奥

州
藤
原
氏
討
伐
の
戦
勝

を
祈
願
し
て
建
立
し
た

も
の
で
、
北
条
氏
の
寺

と
し
て
、
２
代
執
権
義

時
公
、
３
代
執
権
泰
時

公
の
３
代
に
わ
た
り
、

約
半
世
紀
の
歳
月
を
費

や
し
て
次
々
に
堂
塔
が

建
立
さ
れ
繁

栄
を
極
め

た
。
そ
の
伽

藍
構
成
は
、

奥
州
平
泉

に
藤
原
３
代

の
偉
業
と
し

て
伝
え
ら
れ

る「
毛
越
寺
」

を
模
し
た
も

の
で
、
藤
原
時
代
特
有
の
寺
院

様
式
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
幾
度
か
の
兵
火
に
よ
り
、
そ

の
姿
が
見
ら
れ
な
い
の
は
殘
念

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
寺
に
は
、
創

建
時
よ
り
本
尊
「
阿
弥
陀
如
来

座
像
」「
不
動
明
王
立
像
」「
矜

羯
羅
童
子
像
」「
制
吒
迦
童
子

像
」「
毘
沙
門
天
像
」
の
５
体

の
仏
像
が
あ
り
、
全
て
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
寺
の
開
基
で
あ
る
北

条
時
政
公
の
発
願
に
よ
り
35
歳

頃
の
若
い
運
慶
が
制
作
し
た
仏

像
で
、
豊
か
な
量
感
と
写
実
を

踏
ま
え
た
作
風
は
見
応
え
の
あ

る
仏
像
と
い
え
ま
す
。

願成就院にて

北条時政公墓所北条時政公墓所



令和5年（2023年）1月発行 第100号（10）

★★★★  私たちは厚木市しあわせクラブ連合会の活動を応援しています。★★★★

　

夢
ク
ラ
ブ
宮
の
里
の
現
在
の

会
員
数
は
66
人
（
男
29
人
、
女

37
人
）
で
す
。
夢
ク
ラ
ブ
宮
の

里
は
3
年
連
続
に
て
会
員
増
強

運
動
で
の
表
彰
を
う
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
色
々
な
新
し
い
活

動
を
開
始
し
た
こ
と
が
徐
々
に

功
を
奏
し
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
は
、
①
宮
の

里
児
童
館
に

て
卓
球
台
2

台
を
使
っ

た
「
ピ
ン
ポ

ン
を
楽
し
む

会
」、
②
お

楽
し
み
会
と

隔
月
の
お
誕

生
会
の
開

催
、③
麻
雀
・

囲
碁
の
地
域

交
流
会
な
ど

互
朗
会

互
朗
会

��
会
長
　
花
上
　
貞
夫

会
長
　
花
上
　
貞
夫

　

互
朗
会
は
鳶
尾
五
丁
目
の

老
人
会
で
す
。「
五
老
会
」
で

は
能
が
な
い
と
、「
互
い
に
朗

ら
か
な
会
」
を
目
指
し
命
名
さ

れ
、
平
成
７
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
で
重
視
し
た
い
の
は
生

涯
学
習
で
す
。
市
出
前
講
座
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
健
康
講

座
、
趣
味
を
生
か
し
た
「
俳
句

の
会
」「
囲
碁
の
会
」「
カ
ラ
オ

ケ
」
等
、
ま
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て「
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
」

等
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

行
楽
を
兼
ね
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
史
跡
等
へ
の
研
修
視
察

と
し
て
「
東
京
電
力
地
下
発
電

所
」「
さ
き
た
ま
古
墳
群
」「
行

田
の
古
代
ハ
ス
」「
日
原
鍾
乳

洞
」「
箱
根
石
仏
群
」「
鎌
倉

切
通
し
」
等
々
毎
年
実
施
し
て

「
生
涯
学
習
」
を
重
点
に

ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
紹
介

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
３
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
ず
残
念
で

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
大
切

に
し
て
い
る
の
は
児
童
の
下
校

指
導
、
い
わ
ゆ
る
「
愛
の
目
運

動
」
で
す
。
そ
の
他
、
鳶
尾
西

公
園
で
は
年
３
回
の
草
刈
り
作

業
や
公
園
に
５
つ
の
花
壇
を
造

成
し
、
年
中
花
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
３
人
の
会
員
が
物
故

し
、
こ
こ
15
年
で
30
人
の
会
員

を
亡
く
し
ま
し
た
が
、
会
員
増

強
運
動
に
力
を
入
れ
、
こ
の
４

年
間
で
３
度
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
現
在
会
員
71
名
で
す
。

１年中花は絶やさない１年中花は絶やさない

第４回宮の里ウォーキング　集合写真（令和４年 11月 16日）第４回宮の里ウォーキング　集合写真（令和４年 11月 16日）

夢
ク
ラ
ブ
宮
の
里

夢
ク
ラ
ブ
宮
の
里

��

福
岡
　
　
忍

福
岡
　
　
忍

新
た
な
活
動
へ
の

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
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を
開
始
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
は
、
④
手
芸
、

⑤
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
⑥
宮
の

里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
に
は
⑦
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
同
好
会

の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
は
「
カ
ー
レ
ッ
ト
」

（
室
内
カ
ー
リ
ン
グ
）
ゲ
ー
ム

の
普
及
と
道
具
の
手
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
宮
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
は
、
コ
ー
ス
選
択
の
中
に
集

合
場
所
で
あ
る
鷺
坂
公
園
で
の

お
弁
当
の
受
け
取
り
の
コ
ー
ス

も
設
定
し
て
い
ま
す
。
歩
け
な

く
て
も
集
合
場
所
で
久
し
ぶ
り

に
会
う
人
と
の
会
話
を
楽
し
め

れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
11
月
に
実
施
し
た
、

第
4
回
宮
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」で
は
22
人
の
参
加
者
の
内
、

6
人
が
こ
の
コ
ー
ス
を
選
択
し

ま
し
た
。

　

地
域
住
民
間
の
繋
が
り
が
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
の

田
園
ひ
な
し
会

田
園
ひ
な
し
会

��

会
長
　
森
田
　
正
治

会
長
　
森
田
　
正
治

　

田
園
ひ
な
し
会
は
三
田
屋
際

付
近
の
湧
き
水
を
源
流
と
し
た

千ひ
な
し
が
わ

無
川
上
流
沿
い
に
田
園
自
治

会
が
あ
り
、
そ
の
河
川
や
地
名

か
ら
、田
園
ひ
な
し
会
と
命
名
。

　

主
な
事
業
は
、
懇
親
会
、
下

校
パ
ト
ロ
ー
ル
、
奉
仕
活
動
、

自
治
会
事
業
へ
の
協
力
な
ど
と

他
５
部
、カ
ラ
オ
ケ
、マ
ー
ジ
ャ

ン
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
組

織
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
会
員

が
任
意
に
加

入
。
こ
こ
２

厚
木
の
歴
史
を
学
ぶ

年
間
は
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大

の
た
め
室
内

の
事
業
は
ほ

ぼ
中
止
と
な
り
、
令
和
３
年
度

は
室
内
活
動
に
代
わ
る
屋
外
活

動
が
主
な
事
業
と
な
り
ま
し

た
。
春
に
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

体
験
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
誰
で
も

参
加
し
や
す
い
内
容
で
、
大
勢

の
方
が
参
加
さ
れ
、
第
2
弾
と

し
て
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
見
学

&
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。
往
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
バ
ス
利
用
コ
ー
ス
で

参
加
者
を
集
い
、
大
勢
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
特
に
田
園
か

ら
中
津
川
沿
い
の
散
策
、
才
戸

橋
経
由
の
約
10
キ
ロ
コ
ー
ス
は

大
変
好
評
で
し
た
。
あ
つ
ぎ
郷

土
博
物
館
で
、
厚
木
の
歴
史
や

自
然
を
改
め
て
認
識
し
た
１
日

で
し
た
。
高
齢
化
が
進
み
活
動

も
厳
し
い
局
面
に
あ
り
、
あ
ま

り
負
担
無
く
、
楽
し
く
、
健
康

維
持
で
き
る
事
業
を
継
続
し
て

行
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
つ
と
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

歩いて学んだ好評ウォーキング歩いて学んだ好評ウォーキング
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穏
や
か
な
小
春
日
和
に
恵
ま

れ
た
中
、
楽
友
会
20
名
の
バ
ス

旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
午
前

中
は
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
温
室
の
熱
帯
植
物
と
バ
ラ

園
の
花
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
バ
ス
は
波
の
静
か
な
相
模

湾
沿
い
に
、
真
鶴
に
向
か
い
魚

づ
く
し
の
お
昼
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
生
命
の
星
・
地
球
博

物
館
で
生
命
と
地
球
に
つ
い
て

会
員
投
稿

満
喫
！
　
小
田
原
の
旅

満
喫
！
　
小
田
原
の
旅

三
田
楽
友
会

三
田
楽
友
会

��

高
野
　
　
宏

高
野
　
　
宏立ち寄ったお土産屋さんで立ち寄ったお土産屋さんで

　

２
０
２
０
年
１
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
国

内
で
確
認
さ
れ
て
、
増
減
し
な

が
ら
現
在
も
終
息
の
気
配
は
見

え
て
こ
な
い
。
こ
の
環
境
下
で

私
た
ち
の
生
活
様
式
が
大
き
く

変
化
し
た
。

◆
基
本
的
感
染
対
策
と
し
て

（
１
）
身
体
的
距
離
の
確
保

（
２
）
マ
ス
ク
着
用

（
３
）
手
洗
い
の
励
行

　
　

な
ど
３
密
の
回
避

◆�

人
混
み
の
多
い
公
共
交
通
機

関
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

の
回
避

◆�

働
き
方
改
革
、テ
レ
ワ
ー
ク
・

学
習
面
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
（
感
受
性
豊
か
な
小
学
生

に
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
の

で
は
？
）

コ
ロ
ナ
渦
中
で
の

コ
ロ
ナ
渦
中
で
の

��
生
活
様
式
の
変
化

生
活
様
式
の
変
化

岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

��

山
室
　
　
正

山
室
　
　
正

以
上
は
感
染
を
抑
え
る
必
要
な

対
策
と
推
察
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
私
と
し
て
は
マ
ス
ク

越
し
会
話
に
は
違
和
感
を
生
じ

る
。
マ
ス
ク
越
し
だ
と
聞
き
取

り
難
く
、
相
手
の
表
情
も
わ
か

り
づ
ら
い
。
ま
る
で
感
情
の
無

い
ロ
ボ
ッ
ト
と
話
を
し
て
い
る

か
に
思
え
る
。

　

や
は
り
日
本
人
の
国
民
性
と

し
て
は
、
相
手
と
対
面
し
、
顔

の
表
情
等
で
感
情
を
読
み
取

り
、
そ
こ
か
ら
会
話
が
弾
み
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
る
、
１
番
大
切
な
出
会
い

で
あ
る
。

　

願
わ
く
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
一
日
も
早
く

終
息
し
、
以
前
の
よ
う
に
マ
ス

ク
無
し
で
み
ん
な
と
一
緒
に
談

笑
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
心

か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
。
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“

迫
力
あ
る
展
示
を
見
学
し
ま
し

た
。
博
物
館
で
は
今
回
の
旅
行

に
参
加
さ
れ
た
Ｋ
さ
ん
の
ご
主

人
（
当
館
の
外
来
研
究
員
）
か

ら
分
か
り
や
す
い
説
明
を
い
た

だ
き
大
好
評
で
し
た
。

　

最
後
は
小
田
原
魚
港
の
駅
に

立
ち
寄
り
海
産
物
を
お
土
産
に

し
て
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
く
和

気
あ
い
あ
い
の
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
旅
行
参
加
者

の
う
ち
90
歳
以
上
が
お
二
人

で
、
最
高
齢
者
は
98
歳
の
男
性

で
、
他
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

大
き
な
目
標
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

終
わ
り
に
お
世
話
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

少
し
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
電
車
に
乗
っ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
朝
の
通
勤
帯
だ
っ
た

の
で
車
内
は
か
な
り
混
ん
で
い

ま
し
た
。
座
席
に
座
る
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

ふ
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
目
に
障
が
い
が
あ
る

と
し
ま
す
。「
私
は
視
覚
障
が

い
者
で
す
。
ど
な
た
か
席
を
お

譲
り
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
言
っ
て
み
て
反
応
が
な

い
よ
う
で
し
た
ら
、さ
ら
に「
も

し
譲
っ
て
く
れ
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
１
０
０
円
差
し
上
げ

ま
す
」
と
言
え
ば
、
一
瞬
目
を

開
け
る
で
し
ょ
う
。
普
通
の
人

な
ら
席
を
立
っ
て
障
が
い
者
を

招
き
譲
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
い
ろ
い
ろ
な
人
が

乗
っ
て
い
る
の
で
、
な
ん
だ

１
０
０
円
か
、
と
ま
た
目
を
閉

車
内
マ
ナ
ー
の
一
考

車
内
マ
ナ
ー
の
一
考

相
老
老
友
会

相
老
老
友
会

��

高
松
　
正
行

高
松
　
正
行

じ
て
し
ま
う
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
が
５
０
０
円
と
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
座
っ
て
い
る
人

は
間
違
い
な
く
立
っ
て
譲
る
で

し
ょ
う
。
お
昼
の
ワ
ン
コ
イ
ン

弁
当
に
考
え
が
ひ
ら
め
く
の
で

す
。
大
方
の
人
は
ど
う
ぞ
と
言

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
勇
気
が
必

要
で
す
。　

　

た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

私
的
な
考
え
で
世
間
に
通
用
す

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

車
内
で
金
銭
行
為
が
あ
っ
た

ら
犯
罪
で
す
。
皆
様
に
は
お
す

す
め
で
き
ま
せ
ん
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
あ

く
ま
で
も
私
の
一
考
で
す
の

で
、戯
言
と
お
笑
い
く
だ
さ
い
。
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野
良
子
ね
こ
ひ
ら
り
じ
ゃ
れ
て
る
秋
ざ
く
ら

愛
名
九
十
九
会　

青
木
み
よ
子

初
冠
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
入
る
富
士
の
山

愛
名
九
十
九
会　

山
崎
ナ
ミ
子

柿
た
わ
わ
思
わ
ず
竦す
く

む
渋
さ
か
な

愛
名
九
十
九
会　

十
條
ま
さ
あ
き

し
ま
い
湯
や
虫
し
ぐ
れ
に
つ
い
う
っ
と
り
と

愛
名
九
十
九
会　

伊
勢
崎
み
ゑ
子

暮
れ
ぎ
わ
の
真
紅
の
満ど
う
だ
ん

天
星
輝
け
り

愛
名
九
十
九
会　

林　

き
ゑ
子

靴
下
を
先
づ
は
厚
手
に
老
夫
婦

相
生
老
友
会　

高
松　

正
行

サ
ギ
の
群
れ
白
花
見
る
か
春
の
岸

相
生
老
友
会　

朝
倉　

勝
久

俳俳     
     

句句

し
あ
わ
せ
ひ
ろ
ば（文
芸
）

余
生
に
も
輝
く
未
来
初
日
の
出

互
朗
会　

鈴
木
美
惠
子

太
陽
に
紅
葉
曄
咲
く
笑
顔
人

南
部
幸
寿
会　

遠
藤　

弘
毅

福
寿
草
慈
母
観
世
音
光
り
を
り

恩
名
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
福
寿
会　

原　

ス
ミ
子

枯
れ
草
が
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
地
蔵
尊

温
水
白
寿
会　

井
萱　

佐
吉

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
幾
多
の
御み
た
ま霊
道
連
れ
に

温
水
白
寿
会　

安
田　

寿
和

ざ
る
菊
が
畑
一
面
に
行
儀
よ
く

温
水
白
寿
会　

吉
岡　

利
子

夕
し
ぐ
れ
鴉
な
く
声
寂
し
げ
に

温
水
白
寿
会　

岩
澤　

玉
江

箱
根
路
を
仙
石
原
の
枯
す
す
き

温
水
白
寿
会　

佐
藤　

節
子

流
れ
行
く
川
面
に
赤
き
紅
葉
か
な

温
水
白
寿
会　

有
住　

勝
代

切
り
か
ぶ
に
我
と
座
ろ
う
秋
の
虫

温
水
白
寿
会　

井
内　

尚
子

衣き
ね
か
つ
ぎ被
塩
を
少
々
冷
酒
か
な

松
枝
松
寿
会　

綿
貫　

良
男

父
が
来
て
子
が
来
て
友
来
て
焚
火
の
輪

ひ
ば
り
賢
人
会　

大
和　

昭
一

絶
へ
絶
へ
の
補
聴
器
伝
ふ
虫
の
声

田
園
ひ
な
し
会　

長
友　

利
雄

ゆ
っ
く
り
と
生
き
て
夫
婦
の
な
ず
な
粥

田
園
ひ
な
し
会　

長
友
千
代
子

見
慣
れ
た
る
山
も
か
が
や
く
初
景
色

互
朗
会　

花
上　

尚
江

青
竹
の
爆は

ぜ
る
音
あ
り
ど
ん
ど
焼
き

互
朗
会　

伊
藤　

民
子

初
写
真
家
族
の
集
ふ
笑
顔
か
な

互
朗
会　

土
屋　

和
子

村
は
ず
れ
谷
戸
の
祠ほ
こ
らに
注し

め連
飾
り

互
朗
会　

花
上　

貞
夫

展
示
す
る
市
内
ど
こ
で
も
百
号
で

元
町
福
寿
会　

高
橋　

清
健

バ
ス
停
で
昔
新
聞
今
ス
マ
ホ

妻
田
中
央
長
寿
会　

北
村　

久
良

川川     
     

柳柳
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あ て 先
問 合 せ

短短     
     

歌歌

令和４年度広報委員会委員

委
員
長	

森
住
　
勝
夫�

（
睦
合
北
）

副
委
員
長	

花
上
　
貞
夫�

（
荻
　
野
）

委
　
員	

髙
橋
　
清
健�

（
厚
木
北
）

委
　
員	

池
内
　
賢
二�

（
厚
木
南
）

委
　
員	

林
　
　
　
貢�

（
依
知
北
）

委
　
員	

三
好
　
章
雄�

（
睦
合
北
）

委
　
員	

杉
本
　
　
尚�

（
睦
合
南
）

委
　
員	

阿
諏
訪
常
男�

（
小
　
鮎
）

委
　
員	

佐
藤
　
之
則�

（
南
毛
利
南
）

委
　
員	

三
橋
　
正
義�

（
玉
　
川
）

委
　
員	

三
橋
　
敬
司�

（
森
の
里
）

委
　
員	

朝
倉
　
勝
久�

（
相
　
川
）

委
　
員	

渡
邉
　
　
哲�

（
緑
ヶ
丘
）

委
　
員	

高
木
　
妙
子�

（
女
性
部
会
）

�

（
敬
称
略
）

見
守
り
は
愛
す
る
町
へ
恩
返
し

妻
田
中
央
長
寿
会　

杉
本　
　

尚

気
乗
り
せ
ぬ
会
欠
席
を
コ
ロ
ナ
に
す

岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

山
室　
　

正

あ
の
世
逝
く
気
に
な
る
年と

し令
に
な
り
つ
あ
り

極
楽
浄
土
を
思
い
浮
か
べ
る

上
依
知
若
葉
会　

永
瀬　

マ
サ

訳
も
無
く
北
朝
鮮
に
さ
ら
わ
れ
し

子
を
持
つ
親
の
心
情
を
思
う

妻
田
中
央
長
寿
会　

神
吉　

善
茂

つ
ら
く
と
も
私
を
置
い
て
逝
き
し
夫
の

最
後
の
言
霊
心
に
き
ざ
む

長
谷
長
寿
会　

松
下　

絹
枝

誕
生
日
ラ
イ
ン
に
ケ
ー
キ
贈
ら
れ
て

ロ
ー
ソ
ク
消
え
る
魔
法
の
世
界

長
谷
長
寿
会　

渡
辺　

笑
子

賀
状
で
の
今
年
限
り
の
あ
い
さ
つ
を

告
げ
る
旧
友
の
心
境
如
何
に

七
沢
第
３
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

荻
山　

清
治
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初
め
て
の
広
報
委
員
会
、

各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
仲

間
と
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

検
討
、
編
集
割
付
、
校
正
な

ど
英
知
を
結
集
し
て
会
員
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
た
こ
と

は
委
員
一
同
、
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。
感
謝
。

来
年
度
は
、
創
立
60
周
年
、

組
織
の
役
員
改
選
期
に
当
た

り
ま
す
。
単
位
・
地
区
・
本
部
、

各
委
員
会
等
新
体
制
と
な
り

ま
す
。
新
た
な
時
代
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
収
束
、「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動

充
実
を
願
い
、
笑
顔
の
幸
齢

社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
委
員
会
）

編 

集 

後 

記

＊
私
の
一
期
一
会

　

六
十
数
年
前
の
夏
。

　

夏
の
夕
張
岳
登
山
で
生
涯

の
伴
侶
に
出
会
っ
た
こ
と
。

　

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で

す
。

�（
愛
名
九
十
九
会　

林　

き
ゑ
子
）

「
阿
波
踊
り
」を
踊
り
ま
し
た
。

今
や
徳
島
に
限
ら
ず
全
国
的

に
親
し
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
で
踊
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

年
代
的
に
か
な
り
負
担
に

な
る
の
で
は
？　

と
い
う
危

惧
感
も
そ
っ
ち
の
け
で
、
手

足
が
揃
っ
た
時
に
は
圧
巻
で

し
た
。
ワ
ン
チ
ー
ム
の
精
神

で
明
る
く
仲
良
く
想
い
出
に

残
る
演
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
力
添
え
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

で
す
。

　
　
（
女
性
部
会

�

　

部
会
長　

山
﨑
喜
代
子
）

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン

サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧
の
ご

厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

＊
心
を
一
つ
に
“
ワ
ン
チ
ー
ム
” 

　

２
０
２
２
年
10
月
27
日
、

令
和
４
年
度
し
あ
わ
せ
ク
ラ

ブ
連
合
会
大
会
が
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
大
会
で
女
性
部
会
が輪になり踊れば心もつながる


